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序

石見銀山遺跡は日本を代表する生産遺跡であります。ここで培われた鉱山技術が日本各地の鉱山

に伝播し、 H本の産銀量を飛躍的に増大させた点でH本鉱山技術発祥の地ともいわれ、その最盛期

には日本国内はもとより、世界の政治や経済にも大合な影響を与えたとされています。平成12年11

月には国の文化財保護審議会世界遺産特別委員会において、石見銀山遺跡がユネスコに提出される

祉界遺産候補物件の一つとして選定されました。

島根県教育委員会では、この石見銀山遺跡の全貌と歴史的な意義を解明すべく、地元大田市、温

泉津町、仁摩町と協力して平成 8年度から総合調査に着手しました。石造物調査は主要な調査部門

の一つであり、平成 9年度から継続して行っています。

本書は平成11年度に悉皆調在した妙正寺跡の石造物調査成果をまとめたものです。調査の結果、

近世前期から近代に至るまでの墓塔の型式的な変遷を知ることができたばかりでなく、この地に葬

られた人々の階層や人口動態が窺えるなど、多くの貴重な成果をあげることができました。

この調査に際して御協力いただぎました関係各位に厚くお礼申し上げますとともに、本書が今後

の調査研究、整備活用および歴史学習に広く活用していただければ幸いです。

平成13年3月

島根県教育委員会

教育長山崎悠雄



弓口例

1 本書は石見銀山遺跡総合調査の一環として実施した石造物調査の報告書である。

悉皆調壺した場所 島根県大田市大森町字下河原ホ203他 妙正寺跡

2 調壺は次の組織で実施した。
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調査参加者（太字は報告書執筆者）
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池上悟（文学部助教授）

現地調査

本間岳人、石原聡、船場昌子、関口慶久、一瀬一浩、大森騰、辻本彩（以上大学院生）
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内田勇樹、大和田瞳（以上学部生）

調壺員・調査補助

宮本徳昭、湯川登、特留宣裕

整理作業
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3 本書に掲載した「第 1図J「第 2図Jは国土交通省国土地理院発行地形図、「第 6図」は大田市

教育委員会作成の石見銀山遺跡地形図を一部改変して使用した。

4 調査においては下記の方々から御協力を得た。
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第 1章調在に至る経綽(§的及び方法）

第 1節石造物調査の意義と目的

石見銀山遺跡は、中世、特に戦国時代から近

世、さらには近代に及ぶ長期間に形成された遣

跡である。この間鉱山開発・操業の繁栄、停

滞、衰退のあったことはおおよそ明らかになっ

ているが、この歴史過程を遣構や遺物の実態に

即してより詳細に明らかにし、鉱山遺跡として

の特性を把握し、鉱山史に追ることが求められ

ている。

本遺跡における石造物調壺は、上記のように

鉱山開発・操業の繁栄、停滞、衰退の稼働状況

等を解明することにあり、①人口推移、②活動

エリアの消長・人の動き、③社会構造や人の動

きを明らかにすることを具体的な目的として調

査を実施するものである。

しかし、石造物には多種多最なものがあり、

全てを同時に調査することは不可能である。そ

こで、石造物調査の対象として①墓碑、石塔、

石仏などの信仰関連②石臼や要石などの生産関

連③街道沿いの道標などの交通関連④石切場な

どの生産地などの流通関連とに分類する。

①の信仰関連遣物のなかで埋葬関係の遺構

群・遣物群の様相には鉱山遣跡を構成する諸要

素のなかで鉱山の盛衰がより直接的に反映され

ていると考えられる。墓地とそれを構成する墓

碑群は銀山の操業に直接、間接に関わった武

士、坑夫、職人、商工業者とその家族等の存在

ぶりを具体的に物語る資料として重視されよ

つ。

第 2節石造物（墓石）鯛査の経緯

と方法

石見銀山には「寺百か寺程」とも言われるぐ

らい多くの寺院が存在したと記録されている。

この寺院の数とも連動するかのように多くの墓

石が存在する。この墓石調査は島根県教育委員

会が石見銀山遣跡総合整備計画策定のために昭

-1-

和59~61年度に徳善寺跡、妙像寺跡、龍昌寺

跡、大龍寺跡で、天正から慶長年間の紀年銘が

存在する墓石を中心に確認調在が実施された

が、悉皆調査は行われていない(!)0 

また平成 9・10年度には石見銀山遣跡総合調

査の一環として、仙ノ山山頂周辺の石銀地区と

龍源寺間歩上・妙本寺上墓地を調査し、総合調

査報告書第 3冊として成果を刊行した (2)。

これらの調査では、石造物のグルーピングを

心掛け、各群の規模と石造物の種類、あるいは

消長のアウトラインを押さえるため、紀年銘が

ある墓石の調査を重点的に進め、後年の本格的

な調査を備えることにした。さらに、墓石調査

地の選定を発掘調査と連携した結果、天正や文

禄年間の紀年銘がある墓石が発見され、古い紀

年銘のある墓石が存在する地区は生活していた

時期も古い可能性が高いことが明らかになり、

発掘調査の調査箇所の選定にも有効であること

が判明した。

これまでの石造物調査の有効性が確認された

ことから、調査の継続の必要性が石見銀山遣跡

発掘調壺委員会により指摘され、平成11年度か

らは①鉱山全体の石造物の傾向や変遷を把握

し、悉皆調査の必要な箇所を判断する材料を得

るため分布調壺を実施する。②特徴的な墓地に

ついては構造や変遷を把握するために詳細な悉

皆調査を実施する。③発掘調査で得られた成果

と関連付けるため発掘調査地周辺の石造物につ

いて分布調査を実施する。以上の 3つの調査を

総合的に行うこととした。

これら 3つの調査のうち悉皆調査については

①江戸時代に作られた柵の内に位置し、②群と

してまとまりが明確に把握でき、③アクセスが

容易であり、④調査環境が比較的良いという条

件をクリアした石造物群のうち、重点的に本遣

跡の最盛期と言われている戦国時代から江戸時

代前半の墓地を決定し、悉皆調査を継続的に調

査する計画をたてた。



第 2章石見銀山遺跡の概要

第 1節位置と歴史的背景

島根県は東酉に長く、旧国では出雲、石見と

島嶼の隠岐の 3国からなり、石見銀山は「石見

国」の東側いわゆる「石東」といわれる地域に

位置している。

石見では、江の川や周布川等の河口近くに平

Shimane Prefecture 

野は広がるが、海岸に至る山地帯によって沖積

平野は広大には広がらない。海岸部に近い山塊

群に象徴されることにより、「石海：」や「石美」

あるいは石群に石見の語源があるともいわれて

いる。

山陽と山陰を隔てる中国山地の山並みから派

生した山地帯には、石見南部特有の高原地帯が

第 1図 石見銀山遺跡位置図 (8=1/150,000) 

-2-



ひろがり、断魚渓や千丈渓といった瀑布線に

よって急激な高低差を見せる。加えて三瓶山

（標高1126m)や大江高山（標高808m) などと

いった火山が分布し、山地帯とその間を縫う河

川によって形成された小規模な可耕地や小集落

が多く点在している。銀山の面影を伝える大田

市大森銀山伝統的建造物群保存地区も、こうし

た狭長な河岸段丘上に形成されている。

石見銀山遺跡の中核をなす仙ノ山（標高538

m) は、大江高山から北へ4km、日本海から

直線距離にして 6kmの地点に位置する。仙ノ

山は角礫化火山岩やデイサイトの貰入岩1本、凝

灰角礫岩等を鉱脈の母岩とする。鉱脈には鉱染

鉱床型の福石鉱床、鉱脈鉱床である永久鉱床、

という二つの鉱床が賦存していることが知られ

ている。福石鉱床の鉱石鉱物としては自然銀、

菱鉄鉱を主体として、黄銅鉱などの含鋼硫化鉱

物をほとんど含まないとされる。また永久鉱床

の鉱石鉱物は黄鋼鉱、黄鉄鉱を主体とし、輝銀

鉱、自然銀などが含まれる。

第 2節石見銀山史抄

(1)発見から灰吹法の導入

石見銀山は、延慶 2 (1309)年に大内氏に

よって発見されたという伝承が残るが、これを

裏付ける遣構遣物の発見は今のところ確認され

ていない。しかし近年、大森町内の発掘調査な

どによって、古代の須恵器が採取されているこ

とが知られるようになった。遣物は小片のため

詳細な時期の特定は困難であるが、概ね奈良～

平安時代にまで遡る形状をし、銀山の発見開発

とは直接の関連はないとしても、古代には既に

銀山周辺において生活の跡が認められる。

『石見銀山旧記』（以下、「旧記」という）で

は開発当初の様子を、「生銀を湧し」「山下山上

皆皓々然として冬山の日白山の雪を踏むがごと

く」と記し、その後「此時迄は地を掘り間歩を

開くことを知らざりし故上絃の鍵を取り尽く

し」と自然銀採取のことを記載している。

16世紀初頭には博多商人の神屋寿禎によって
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本格的な開発が始まる。

神屋寿禎の開発は、出雲鷺銅山の山師三島清

右衛門とともに金掘（穿通子）の吉田与三右術

門、吉田籐右衛門、於紅孫右衛門らによって、

大永 6 (1526)年に始めたと「旧記」では伝え

る。

近年の研究では、於紅孫右衛門について、

『高野山浄心院往古旦家過去帳姓名録』にみえ

る「山神ヲベニノ子孫吉田孫右衛門シウト

メ」との記事から、於紅孫右衛門は実在の人物

で、吉田姓を名乗っていたのではないかともい

われている。

また、銀山再開発と同時期の大田市南八幡宮

経筒に、「川上郡穴田吹屋六郎大永二年

今月吉日」とあり、大永 2 (1522)年に備中の

吹屋が石見にきていることが注目されている。

発掘調査の成果では、古い様相を示す遣物や

遣構が知られてきている。栃畑谷II区下層確認

トレンチ内の SD02より出土した遺物がそれで

ある。時期は15世紀後半から16世紀中葉までの

範囲内におさまるものがほとんどであり、 14軋

紀後半から15世紀初頭の年代観が与えられる中

国製の青磁瓶の破片が 1点出土している。

石見銀山の歴史において大きな画期となった

灰吹法の伝来は、天文 2(1533)年といわれる。

「旧記」ではこのことについて、「天文二年大内

復銀山を取返して ～略～ 此年寿亭博多より

宗丹桂寿と云ものを伴い来り八月五日相談し鎖

銀と石と相雑ものを鎖と云、を吹溶し、銀を成

す事を仕出せり、是銀山銀吹の始り也」とあ

る。『おべに孫右衛門えんきー名銀山旧記』で

は、「白銀吹き初め候事、天文二年八月十五日

九州博多より慶寿と申禅門参られ吹申候Jとい

う。慶寿についても、先の「高野山浄心院往古

旦家過去帳姓名録」に「出し土慶寿十五日」

と記載があり、実在の可能性が推定されてい

る。この灰吹法の導入により石見銀山の産銀が

飛躍的に伸張していくこととなったが、海外で

のそれを示す例として、『李朝実録』では、「倭

国で銀を造り始めて十年にもならないのに倭銀





が我が国に流布し、既に賤物となっている」な

どと伝えている。

(2)争奪戦と徳川の掌握

石見銀山の争奪戦をめぐっては、これまで

「旧記」の記載が通説とされてきたが、近年の

研究では、天文 6 (1537)年の尼子による銀山

攻略、天文 8 (1539)年の大内奪回はなかった

ものとされ、尼子の銀山領有は謀反による大内

自害に乗じた弘治 2 (1556)年から永禄 5

(1562)年までとされる。

毛利氏は温泉津を直轄地として、銀山を「温

泉銀山」「銀山温泉津」と称した。また、幕府

と朝廷に料所として寄進、朝廷に対して毎年上

納を続けていたという。詳細な生産高は不明で

あるが、「銀山納所高辻」（『毛利家文書』）によ

れば、毛利氏直納分として 1年間で都合3万3

千貰あまりあったという。

本能寺の変の後、秀吉は毛利と和議を結び、

その後文禄元 (1592)年、慶長元 (1596)年、

の朝鮮侵略に際して石見銀で大量の石HI御公用

銀を造り、その戦費としたといわれている。

関ヶ原の戦の後、石見銀山は徳川氏の管轄に

置かれることとなり、荷分制と甲1+1流といわれ

る鉱山技術によって鉱山経営に長けた大久保長

安による銀の増産が行われることとなった。

(3)江戸期の石見銀山

銀山は慶長から寛永期に最盛期を迎える。な

かでも 111師安原備中が開発した釜屋間歩は年 3

千600貰の銀を産したという。

銀山経営を支える仕組みとして、元禄年間

(1688-1704)頃より石見銀山領の村々のうち

佐摩村を中心とした周辺の選摩郡・安濃郡・邑

智郡に銀山御囲村32ケ村が設定され、坑内の支

柱（栗材）や製錬や坑内作業に必要な炭、縄、

臥などを供出することが義務付けられた。それ

ぞれの坑道の経営方法は慶長初期頃から奉行所

（代官所）直営の御直山と、山師の請負山であ

る自分山があった。御直山の経営は公費から資
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金・資材が提供され、鉱石を一定の割合で公

儀・山主・銀掘りに荷分けされるもので、その

割合は時代により変遷があった。

寛永期以降になると次第に坑道が深くなり、

湧水処理に経費がかかるようになり延宝年間

(1673-1680) になると産銀量は年間約 4百貰

に減り、幕末の安政6年 (1859) には30貰と記

録にある。江戸期を通じて奉行・代官・預りが

59人あり石見銀山附御料約 4万8千石の統治と

銀山の管理をおこなっている。

(4)近代の鉱山開発

明治維新後、石見銀山は太政官布告により地

元に払い下げられ小規模な経営が続けられた

が、明治 5年 (1872) の浜田沖地震で坑道はほ

とんど水没し、全山休Lil状態となった。明治19

年 (1886)合名会社藤田組が 1鉱区の借区権を

買取り、翌20年には全鉱区を買取り、仙ノ山南

の銀山部（本谷鉱区）で採掘が開始された。こ

の時から大森鉱山となり、鉱山事務所を銀山部

におき、 24年からは週摩町柑子谷の永久部（永

久鉱区）に製錬所が建設された。 28年にば清水

谷に収銀湿式法による新製錬所が建設され操業

を始めたが、翌29年に良鉱が得られなかったこ

となどにより、休止することになった。開発の

中心は永久部となり、同35年に＇は発電所を建

設、電動式ポンプによる揚水で再び活況を呈し

た。

主要産品は銅で、日清・日露戦争の軍需景気

に乗り隆盛をみた明治後期から大正初期には、

柑子谷は一大鉱山町に発展した。しかし第一次

世界大戦後の反動景気により銅価が下落、その

上安価な外国産鋼におされ、ついに大正12年

(1923) 6月に休山に追い込まれた。昭和16年

(1941) 国の援助で再開発をおこなったが、同

18年山陰地方を襲った大水害により、柑子谷は

地形が変わるほど土砂が堆積し、坑道も水没し

て再開発は断念され、現在に至っている。



第 3~ 妙正寺跡調牡の概要

第 1節調査の経過

石造物調査のうち悉皆調壺については①江戸

時代に作られた柵の内に位置し、②群としてま

とまりが明確に把握でき、③アクセスが容易で

あり、④調査環境が比較的良い石造物群の条件

をクリアしたもののうち重点的に本遺跡の最盛

期と言われている戦国時代から江戸時代前半の

墓地を決定し、悉皆調査を継続的に調壺する計

画をたてた。

平成11年度は妙正寺跡の調査を実施すること

とした。妙正寺跡の調在は調壺自体は発掘調査

の調査員では対応できず、他に調査員が確保で

きないことから立正大学考古学研究室の池上悟

助教授に依頼し、立正大学文学部考古学研究室

により調査を実施していただくことにした。

平成11年 8月2日に田中義昭、池上悟、島根

県教育委員会、大田市教育委員会で調査の具体

的な方法を検討し、調査初日の 9月6日には田

中義昭、宮本徳昭、立正大学考古学研究室、大

田市教育委員会、島根県教育委員会により、石

造物調奔の具1本的な方法・内容について打ち合

わせを行った上で 9月11日まで調査を実施し

た。また、 9月10日には成果報告会を行った。

しかし、調在の一部が残り、補足調査を 9月

20~22日、 24日、 27日~10月1日、 10月19~10

月29日、 11月22~11月30日に実施し、整理作業

に入った。一般公開は発掘調壺と合同で現地説

明会を11月23に行った。

平成12年 1月20、21日には田中義昭、宮本徳

昭、池上悟、大田市教育委員会、島根県教育委

員会により来年度の予定及び妙正寺跡墓地の報

告書のスタイルや役割分担を確認した。石造物

調査の成果の概要については、 5月12日の第 8

回及び11月11日に開催した第 9回石見銀山遣跡

発掘調脊委員会で発表している。

平成12年度は龍昌寺跡墓地の現地調査と併せ

て随時、整理作業を行い、報告書を作成した。
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第 2節調査の方法

妙正寺跡の調査は当遺跡において初めての悉

皆調査であり、調査方法の検討が必要であっ

た。池上悟助教授の指導を得ながら下記の方法

で調在をおこなった。

①該当範囲の地形測量図を作成する。

（外部委託）

事 縮尺 1: 500、 lmコンター

前 ②現地に基準杭を打設する。（外部委託）

準 10mメッシュ、国土座標第m座標系

備 ③調査の支障となる下草等を除去する。

基本的に土中に埋まった個体は掘り出

さないが、大部分が露出しているもの

は流士や落ち菓を除去した。

④全ての石造物に仮番号をつける。

完存品・破片の区別や、原位置・転落

の区別をつけず、認識できるすべての

個体に仮番号をふる。粘着テープに袖

現 I性ペンで数字を記入し、石造物に直接

貼付した。

⑤地点を記録する。

②の基準杭からの距離を個体ごとにメ

地 Iジャーで計測し、①の測量図を縮尺

1 : 100に拡大したものに記録する。

可能な限り形状や状態を図示し、仮番

号を記入する。

調 1⑥写真を撮影する。

1個1本ごとに写真を撮影する。実測し

なかった個体についても、写真だけは

全てを網羅するように撮影した。 35

査 Imm白黒ネガフィルムを使用し、コマ

ごとに仮番号を写し込んで整理した。

⑦実測図を作成する。

破片や著しい破損品を除いた大半の個

体について、基本的に縮尺 1: 5で実

測図を作成した。



整

理

作

業

⑧銘文を記録する。

重要なもの、不明瞭なものは拓本を採

取した。苔に覆われて不明瞭なものが

多く、たわしで水洗する作業にかなり

の労力を費やした。

⑨調査カードを作成する。

すべての資料について、 1個休 l枚ず

つカードを作成した。カードの記入項

目は、種別・位置グリッド・実測図・

写真・銘文などである。実測図は原図

をコピーしたもの、写真は手札サイズ

にプリントしたものを貼付した。

⑩一覧表・グラフなどを作成する。

調査カードをもとに、法量や銘文など

を記載した一覧表を作成した。

課題と改善点 ④の仮番号をつける作業では、

粘着テープがはがれるなどしたため、 12年度か

らはラベルをつけたゴムバンドを使用してい

る。⑥写真撮影では、膨大なネガやプリントの

整理が煩雑であった。撮影の出来がすぐに確認

できないことや、経費の面でも間題があり、 12

年度からはデジタルカメラを使用している。⑨

調査カードを作成する際には実測図をコピーし

て貼る作業が必要であったが、次年度からは裏

面に 1mm方眼を印刷した調壺カードを作成

し、カードに直接実測した。

写真 1 石造物調査現地説明会風景（妙正寺跡）

-7-



石見銀山関連石造物調壺カード
No 

寺院・地区名

種別

調査年月日 ！平成
所見・備考

年 月 日

。
~ ~ 

I 
--―--7  

: 

゜
（写真貼付）

不ガNoI Iコマ No

グリッド名

第 3図 石見銀山関連石造物調査カード（表）
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土‘―

四

炉↓出＋

゜

゜

第 4図 石見銀山関連石造物調査カード（裏）
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第 3節妙正寺の概要

妙正寺は日蓮宗妙覚寺派の寺院である。昭和

18年の山陰大水害で裏山が崩れ、本堂、庫裡が

倒壊し、現在に至っている。寺跡は銀山（仙ノ

山）から北東に派生する尾根の麓、北流する銀

山川右岸の大田市大森町銀山下河原ホ203番地

に位置している。

沿革は寺伝によれば、もと銀山清水谷にあり

本迩院と称し開山日祇より五軋日賢まで相続

し、その後大破していたのを日忠という旅僧が

京都の本山妙覚寺の同意を得て、永正11年

(1514) 5月15日に本身山妙正寺の号を賜わり、

現在地に再興したという。

妙正寺に関する史資料はほとんどが失われ現

存していない。『石見六郡社寺誌』（昭和 6年）

には「本尊釈迦牟尼仏、本堂五間四方、境内三

百三十三坪、檀徒九十五人」とある。また大森

町役場『寺院明細帳』（昭和17年）には、本堂・

庫裡の建物平面図、境内地の建物配置図、本

堂・庫裡の写真がのこされており、水害以前の

建物の規模や外観の概要を知ることができる。

石見銀山では『銀山旧期』などの古記録にみ

える「銀山百ケ寺」という記載から、銀山最盛

期にはかなりの数の寺杜が存在したと推測され

ている。古文書等の調査により銀山開発が本格

化する16世紀から現在まで、百近い数の寺院が

あったことが確認されている。

寛政元年 (1789)の『両御巡見様之時諸事覚

書』（上野家文書）によれば銀山町の宗派別寺

数は禅宗 5、真言宗 5、浄土宗 5、浄土真宗

6、天台宗 0、日蓮宗 5である。またこの時の

銀山町は家数398軒（町屋353、寺26、社家 3、

山伏家 3、庵13軒）、人数1,447人（男665、女

662、出家51、社人4、山伏8、尼 6、寺社女

35、寺社下男16) となっている。石見銀山領に

おける正徳 2年 (1712)の宗派別寺数（合計

240) をみると、禅宗58、真言宗30、浄土宗32、

浄土真宗107、天台宗 2、日蓮宗11(4.6%) と

なっており、日蓮宗寺院の寺数をみると銀山町

にその半数が存在していることがわかる。『温

泉津町誌』は近世の日蓮宗門徒には「商工業者

が多く、町的な場での活躍が多かった」、そし

て「題目講的な結束をもって、近世仏教におけ

る活動的な教団であった」としている。妙正寺

を含めた日蓮宗寺院が教線を延ばしていくの

に、銀山町は優位な場であったと考えられる。

表 1 銀山町の宗派別寺院数

寛政元年 (1789) 計26

日蓮宗 (5) 妙本寺妙像寺本経寺本法寺妙正寺

六吉芸ロホ心 (5) 長楽寺神宮寺 賓 珠 寺 清 水 寺 天 神 坊

禅宗 (5) 長安寺長福寺 大 龍 寺 龍 昌 寺 虎 岸 寺

浄士宗 (5) 西福寺西向寺極楽寺安立寺大安寺

浄土真宗 (6) 順勝寺西善寺徳善寺西本坊長泉寺安養寺

昭和17年 (1942) 計13

日蓮宗 (3) 妙像寺本法寺妙正寺

真言宗 (1) 清水寺

禅宗 (1) 龍昌寺

浄土宗 (5) 西福寺西向寺極楽寺安立寺大安寺

浄土真宗 (3) 順勝寺安養寺西本坊
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第 4節 妙正寺跡の石造物の概要

1 石造物の種類

妙正地墓地で確認できた石造物の種類は近世

墓標が主であるが、この他に中世の供養塔婆・

燈籠などが確認された。主体をなす近槻墓標

は、各地の調査で様々に呼称されている。しか

しながらいずれも一長一短があり、今回の調査

においては別に型式を設定して区分した。

型式設定に当たっては名称が実態を表すよう

に配慮し、次のように区分した。墓標の正面は

長方形を基本とし、頭部の形態に差異を確認で

きるため、これを円頂・尖頂・平頂・笠付の 4

種に区分した。

また横断面形にも違いが確認されたために、

横幅に対して奥行のないものを方形型、横幅と

奥行がほぽ等しいものを方柱型、横断面が六角

形を呈するものを六角柱型、方形のうち正面の

銘文を鍋刻する部分を有IJり込むものを有IJり込み

型として 4区分した。

この頭部の 4区分、本体横断面の 4区分で16

種類の分離が可能であるが、実際確認されたの

は E~N の10種類である。

中冊からの系譜として造立された墓塔として

は、宝筐印塔・五輪塔・無縫塔が確認される。

中世においては宝筐印塔と五輪塔は、歿後の自

身の供養としての逆修供養、亡者の死後の供養

としての追善供養のための石製の供養塔として

造立されているが、次第に墓塔としての機能を

果たすようになっている。

埋葬の場に墳墓標識として造立されたもので

あれば墓塔として認識されるが、妙正地墓地に

おいてぱ必ずしも明確ではないものの墓塔とし

て扱った。

石見銀山地区で戦国時代を特徴づける墓塔

は、一つの方柱状の石材を加工して造作した

A・ 一石宝筐印塔と B・ 一石五輪塔であり、同

時期に部材を組合せた C・組合せ宝筐印塔も造

立されている。部材を組合せた D・組合せ五輪

塔も確認されているものの、戦国時代の造立は

確認されていない。 P・ 無縫塔は、僧侶階層の

墓塔として造立されたものである。

この他の墓標としては、方形の本体と笠が一

休として造作された O・ 位牌型が認められ、

Q・ 自然石を加工した墓標も 1基確認された。

また六道能化の救主である R・地蔵を、墓石と

して造立している。多くは台石と組合わさり、

台石に銘文を鍋刻するものであるが、地蔵本体

の背後に銘文を鍋刻する例も認められる。

墓標・墓塔以外に確認されたものは、 V・燈

籠のほかには 3種類である。燈籠は確認できた

数は 3基のみであるが、墓地が充分に機能して

いた江戸時代においてはかなりの数が墓前に建

てられていたものかと思われる。石材の軟質で

あるが故に崩壊したものであろう。

S・ 奪衣婆は、三途の川の辺で罪人の衣服を

奪い取り、それを衣領樹に掛ける懸衣翁に手渡

す老鬼女であり、墓地中に 1体が確認された。

恐らくは啓蒙的な造形として墓地中に配置され

ていたものと思われる。

T・ 一字一石塔は、小石に一字ずつ書写した

法華経を収めた塔であり、参道の入り口に位置

した 1例である。高い基壇の上に 2段の基礎、

この上の円柱の塔身・笠・相輪からなる宝塔形

であり、塔身の正面には題目を錆刻する。基礎

部分には「妙経一字一石之塔」と錆刻しており、

塔身背後の銘文により大正10(1921)年に妙正

寺18冊の造立であることが窺知できる。

U・ 題目塔は、日蓮宗に特有の「南無妙法蓮

華経」の題目を錆刻した塔である。参道の入り

口に一字一石塔と対をなして造立されている。

銘文により享保4 (1719)年に建立されたこと

が確認できる。

妙正地墓地に確認できた石造物は、以上区分

したように22種類である。墓塔と、自然石墓標

を除くはかの墓標、さらに地蔵・奪衣婆の石材

は、石見銀山の近隣の地である温泉津で産出す

る軟質凝灰岩である福光石である。墓塔は矩形

平板の台石と組合せて造立されたものであり、

墓標は 1~3段の高さのある台石の上部に設置
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されている。一石宝筐印塔と一石五輪塔および

墓標本体では僅かに底部を剖り込む程度である

が、組合せ宝恢印塔の基礎、組合せ五輪塔の地

輪、高さのある台石では内部の大半を有1Jり込ん

でいる。重鼠の軽量化を図ることにより運搬の

便を考慮した結果と判断されるところである

が、このため脆弱となり、完形を留めるものは

少ない。

妙正寺墓地に確認できた墓標の中には、確認

された銘文から判断して、本来日蓮宗である妙

正寺墓地跡には伴わない資料も多数確認され

た。戒名の頭に「繹」字を使用する浄土真宗の

寺院墓地から搬入されたものと考えられる資

料、戒名中に「饗J字を使用する浄土宗寺院か

ら搬入されたものと判断される資料であり、多

くは妙正寺墓地最下段の奥まった場所に所在す

るものである。これらは日蓮宗である妙正寺の

墓地の実態を反映するものではないため、区分

して扱うこととした。

また、確認された石造物には墓塔と墓標の違

いがあるため、一括する場合には墓石として扱

うこととした。

妙正寺墓地中より確認できた石製品として

は、以上の墓石および付属製品以外に要石があ

る。要石は扁平な上部の若干くほんだ、長径

30~60cm、厚さ10~15cm程度の安山岩質のも

のである。墓石の並列する背後の斜面あるいは

墓地を区画する石積の用材として転用されてい

たものであり、 8点が確認された。この要石の

本来的用途は、この上で鉱石を細かく破砕する

ものであり、墓地に伴うものではない。確認状

況および他の墓地にける状況から判断すると、

墓地が現状に近い状態に本格的に形成された江

戸時代の18憔紀以降の所産ではなく、形成の当

初に墓地に搬人されたものかと思われる。墓地

に埋葬された階層に、鉱山関連職人を含むこと

を暗示する。

以上に記した妙正寺墓地に確認された石造物

の総数は、要石を除き551点であり、このうち

墓塔は95点、地蔵を含めた墓標は450点と全体

表 2 妙正寺跡石造物種類別集計表

総数 紀年銘有り

A 一石宝筐印塔 34 23 

B 一石五輪塔 24 ， 
C 組合せ宝筐印塔 15 7 

D 組合せ五輪塔 20 12 

E 円頂方形型墓標 201 〔認〕 l刊〔18〕

F 円頂方柱型墓標 143 〔釘〕 139 〔部〕

G 円頂六角柱型墓標 叫〔 1〕 30 〔l〕

H 尖頂方形型墓標 〔2〕 〔2〕

I 尖頂方柱型墓標 1 1 

J 平頂方柱型墓標 4 2 

K 笠付方形型墓標 12 8 

L 笠付方柱型墓標 3 2 

M 笠付六角柱型墓標 8 5 

N 笠付翔lり込み型墓標 2 

゜゜
位牌型墓標 16 11 

p 無縫塔 2 

゜Q 自然石墓標 1 1 

R 地蔵 認〔 1〕 5 〔1〕

s 奪衣婆 1 

゜T 一字一石塔 1 1 

u 題目塔 1 1 

V 燈籠 3 

゜w 要石 8 

゜計 559 〔糾〕 433 〔総〕

〔 〕内は搬入墓標数

の82%を占める。 450点の墓標のほか、搬入墓

標としての浄土真宗系のものは88点、浄土宗系

のものは 6点である。

2 石造物の分布

妙正寺墓地は、北に開く小規模な谷戸に造営

されていた境内地背後の西側斜面に形成された

ものであり、標高155~175mの斜面に適当に

平坦面を造成して個別墓地を営んでいる。

階段を上がった墓地の正面には歴代住持墓が

配置され、この背後に展開している。また他の

寺院から搬入されたものと判断される墓標の大

半は、立地を変えて最下段の南側の奥まった地

点に集中するものであるが、混在するものも若

干認められた。

江戸時代の18世紀以降の墓石は、幅10~15m 

で造成された平坦面に、明確なところでは家を

単位として集中分布している。これに対して確

認最古の天正17(1589)年を含む17世紀代まで

の一石宝筐印塔・一石五輪塔・組合せ宝筐印塔

は、主として18世紀以降の墓石が認められない

やや南側の斜面上位に分布している。これらの

墓塔は、あわせて造成面に造立された墓標中に
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も認められる。

一石宝筐印塔・一石五輪塔・組合せ宝偲印塔

の墓塔は、 16世紀末葉からほぽ17世紀代にかけ

て造立されており、墓地形成の当初の状態を明

示するところである。斜面上位のやや南側の部

分は地形図には表されてはいないが細かな造成

面が認められ、この部分に墓塔が位置してい

る。この状況から判断すると、斜面上位のみが

先行して墓地として利用されたものとは思われ

ず、斜面下位から上位の部分へ墓地が拡大形成

されていき、 18祉紀代以降に斜面下位の部分で

大規模な造成が行われた結果として墓地の旧状

が失われ、僅かに墓塔類が留まったものかと判

断されるところである。

すなわち16冊紀末以降17世紀代までに、妙正

寺背後の斜面にかなりの規模で墓地の形成が行

われ、追善・逆修供養の実践の場としての機能

を果たしたものと考えられるところである。

3 墓塔の様相

確認できた墓石は、地蔵を含めて18種類の多

くに及ぶ。 A・一石宝筐印塔、 B・ 一石五輪塔、

C・組合せ宝簸印塔の 3種の墓塔は、妙正寺墓

地形成の端緒を担う存在であり、 A34基、 B24

基が確認された。 Cの組合せ宝筐印塔は相輪・

笠・塔身・基礎の 4部材から成るものであり全

容の窺われるものは無いが、 15個体の部材が確

認された。確認できた 3種の墓塔の総計は73基

となる。

(1) A・一石宝徳印塔 (1~34) 

確認された総数34基のうち、紀年銘の確認で

きた資料は23基である。この紀年銘により、天

正17(1589)年を最古として元禄6 (1693)年

に及ぶ所産年代を確認できる。

一石を造作して形成するものであり、上面に

反花座を付設したほぽ矩形の基礎、最も幅の狭

い矩形の塔身・上部のみに 2段の段級を造作

し、軒外側が傾斜し連続して立ち上がる大きな

隅飾りを有する笠・先尖の宝珠と刻みを有さな

い九輪部、最下部に請花を造作した相輪からな

るものである。

基礎の上面に表された反花座は、上面のみを

意識した造形であり、横からの視覚を意識して

いない。 17軋紀の後半代の所産にかかる資料で

は、この部分に高さを有して横からの視覚をも

意識した造形となっている。あわせて基礎部分

が縦長に変化しており、顕著に確認できる型式

変化である。

笠の隅飾りには蕨手状の巻き上げを一対表し

ており、固有の要素として定型している。また

相輪先端の宝珠下には、多くは形骸化した請花

を幅狭く表現するものであるが、数点では蓮弁

を表している。しかしながらこの点は確認でき

た紀年銘を勘案すると、型式学的痕跡器官とし

て確認することはできず、同時期に併存した組

合せ宝筐印塔との不断の技術交流の結果の造作

と判断される。

若干の年代的な差異は、基礎底部の挟り込み

である。大きく先尖状に挟る 5・6、台形状に

挟る 9・12・13・16などはやや年代が下る所産

と確認できる。

規模は完形のもので，幅17~23.Scm、高さ

78~109cmである。また多くの資料の表面に

は題目を、相輪に「妙法」、笠の軒に「蓮」、塔

身に「華」、基礎に「経」を鍋刻しているが、 4

では「空・無」、 6では「本・来」が確認できる。

(2) B・ —石五輪塔 (35~58)

確認できた総数は24基であり、このうち 9基

の資料に紀年銘が認められた。方柱状の石材を

加工する点は一石宝筐印塔と同様であるが、全

体の造作は一石宝炭印塔より簡単な表現であ

る。紀年銘により、慶長 5 (1600)年より享保

18 (1733)年にかけて造立された状況を確認す

ることができる。

矩形の地輪、円球状の水輪、下の広がった火

輪、上が広がった風輪、先端の尖った空輪から

なるものであり、地輪幅13~20cm、高さ49~

76cmの大きさである。この大きさの点では、

最大の高さでも一石宝筐印塔の最低の高さを上

回る資料は確認されず、両者の区分は厳然たる
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ものであったと思われる。

所産年代の確認される資料は僅かであるが、

慶長紀年銘資料では地輪幅20cm以上と大き

く、また矩形を呈している。この様相に対して

元和以降ではやや縦長に変化し、あわせて火輪

の上下の幅の差異が明確となり、宝珠の先端が

顕著に尖るように変化している。

この地輪の縦長化は、一石宝筐印塔基礎部分

の縦長化と共通の様相である。石エ集団におい

ては、当然ながら各種石塔をあわせ製作したも

のと考えられるところであり、時期的様相と把

握できよう。

一石五輪塔の表面には殆どの資料に、空輪に

「妙」、風輪に「法」、火輪に「蓮」、水輪に

「華」、地輪に「経」の題目を怠彫刻しているが、

中には「空・風・火・水・地」の認められる資

料も確認できる。

(3) C・ 組合せ宝徳印塔 (59~71)

組合せ宝偲印塔は、上面に反花座を造作した

矩形の基礎・小形矩形の塔身・上部のみに 2段

の段級、下部に蓮弁を造作し、軒外側が傾斜し

連続して立ち上がる大きな隅飾りを表す笠・先

尖の宝珠と下部の蓮弁を表した請花、刻みを有

さない九輪部、突帯として表された請花と長大

化した伏鉢の相輪からなる 4部材からなるもの

である。

基礎の上面に表された反花座は、一石宝筐印

塔と同じく上面のみを意識した造形であり、横

からの視覚を意識していない。笠の隅飾りには

蕨手状の巻き上げを一対表す点も一石宝筐印塔

と同じである。

確認された数は15個体ほどであり、近接して

確認されたものは同一個体として図示した。表

面には、相輪の九輪部に「妙」、伏鉢部に

「法」、笠の軒部分に「蓮」、塔身に「華」、基礎

に「経」を鍋刻している資料が目立つが、相輪

に「空・風」を表す資料も確認できる。

銘文は基礎にのみ鍋刻されたものであり、 7

基の資料で紀年銘が認められ、慶長14(1609) 

年から寛文 8(1668)年に及ぶ点が確認できた。

表 3 規模比較表

高さ (cm)

120 • 一心工L顆昌I合
• 一宝印塔

0 IO組石合宝 印塔

＇ 
110 

゜
100 ． 

.・ ． .. 
90 ． 

． 
80 ． 

70 

． 
60 ． ． ． ． 
50 ． 

． 
40 

30 O 
10 20 30 40 50 

幅(cm)

全容の復元された資料は68で115cm、69で

104cmとなる。特徴的な相輪の全長は45~42

cmであり、 71として図示した資料に相輪高と

して50cmを加えると、総高は112cmとなる。

基礎幅は25~30cmであり、高さもほぼ同じ

であるが、底部を大きく上面は僅かに挟って軽

量化を図っている。基礎上面に表現された反花

座は、一石宝筐印塔例も含めて大半は66・67に

図示した 1辺に単弁3葉を表現している。しか

しながら71は形骸化し蓮弁を消失しており、時

期的に降るものかと思われる。

塔身も上下より扶っており、笠もまた同様で

ある。笠の軒下には蓮弁を表し、この種宝椀印

塔の最大の特徴となっているが、一石宝筐印塔

と同じく軒幅を大きくして蓮弁を省略する資料

も確認できる。確認できた相輪は定型化してお

り、先尖の宝珠の下には蓮弁の請花を造作して

いる。一石宝筐印塔に認められた突帯としての

請花は認められない。

(4)墓地形成期の様相

墓地形成の端緒を担った 3種の墓塔は、規模
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の点で明確に区分されている。一石五輪塔→→

一石宝艇印塔→→組合せ宝筐印塔の順に大きく

なっている。一定の基準のもとでの造立と想定

されるところであるが、これが確認できる銘文

の上では明確にはならない。

これら 3種の墓塔は、僅かではあるが戦国時

代の所産にかかる資料も確認され、銘文の上に

も中世的様相を看取することができる。総体と

しての銘文は、基礎ないしは地輪の中央に供養

対象者名、向かって右側に紀年銘、向かって左

側に月日を表している。この表記法は、中世の

向かって右側に供養対象者名を含む願文、左側

に紀年銘を含む年月 Hという表記法からの変遷

の結果であるが、銘文中に中冊的用語の使用も

確認される。「慈父・悲母J、「施主敬白」、戒名

の上の「為Jなどであり、中低供養塔に顕著に

認められるところである。

確認できた戒名はすべて 2字戒名であり、こ

れまた中世以来の様相と理解できる。これらの

うちでは「妙0」とする資料が18例、 「宗0」が

3例、「道0」が2例であり、ほかには10例ほ

どが確認された。江戸時代において日蓮宗墓標

に確認できる戒名には題目中の 1字である

「妙Jを使用する例が目立つものであるが、中

世においては「妙0」・ 「道0」は必ずしも宗

派を表すものではない（］）。しかしながら妙正寺

墓地は日蓮宗墓地であり、先駆的形態と理解す

ることもできよう。

一石宝筐印塔と組合せ宝筐印塔では 1例ずつ

ではあるが、歿後の自身の供養を行った逆修供

養としての造立を確認することができる。中世

供養塔においては、追善供養では対象者に 7分

の 1しか功徳が及ばないのに対して、「七分全

得」とする逆修供養が盛んに実践されている。

Aでは 7の慶長17(1612)年の紀年資料であ

り、「日圃覚位逆修」の銘文から僧侶による追

立である点が確認される。

Cでは20の元和 8 (1622)年の紀年資料であ

り、「為妙清逆修」と確認できる。「妙清」は

Aの12にも確認できる戒名であり、寛永 6

-21 

(1629)年の造立である。「妙0」の戒名はこの

時期最も普遍化している戒名である点を考慮す

れば同一人であると断定はできないが、逆修供

養実践の 7年後に亡くなったものとも解釈でき

る事例である。

妙正寺墓地における墓石の変遷は、 A・ 一石

宝筐印塔の天正17(1589)年を最古として明治

末年に及ぶものであるが、墓地形成の端緒を担

うA・B・C3種の墓塔と近世墓標は、顕著な

対照をなしている。

3種の墓塔は、元和 3~7年の 5年間の A

7基、 B2基の合計 9基を最高として、 Bの享

保18(1733)年を例外としてほぼ元禄13(1700) 

年までに造立は終焉している。

この様相に対して近世墓標は、寛文 2(1622) 

年を最古として、文政初年の21基を最高とし、

以後逓減する変遷を明示するところである。

この示すところは、直接的には大森の街に居

住し死亡した住人の動向であるが、間接的には

街の基盤産業である鉱山の趨勢を反映する事象

として理解することができるものである。

17世紀代までの墓地形成期の様相は、 18世紀

代以降の展開期に比較すると確認された墓塔数

が著しく僅少であるものの、墓地形成過程を考

慮するとその差異は極端に過ぎるようである。

恐らくはかなりの数の墓塔が、その後の墓地造

成によって失われたものと想定されるところで

ある。

(5) D・ 組合せ五輪塔 (72~91)

組合せ五輪塔も組合せ宝筐印塔と同じく中世

に数多く供養塔として造立されたものである

が、妙正寺墓地においては16世紀末から17世紀

代の墓地形成期の所産にかかる例は確認されて

おらず、 18世紀代以降の墓石として造立された

ものである。

この墓塔も組合せであるがゆえに部材が欠失

する資料も多いが、宝恢印塔に比較すれば造立

年代の違いを反映したものか、遺存状態は良好

であった。確認できた総数は20個体であり、こ

のうちの12例の銘文が認められた。



下部に柄を造作した風空輪、上部に柄穴を造

作した軒反りの顕著な火輪、球形の上下を戟断

した形状の水輪、矩形の地輪、形骸化した蓮弁

を表した基礎から成るものであり、題目の

I妙・法・蓮・華・経」の 1字ずつをそれぞれ

に鍋刻している。

確認できた紀年銘より、正徳 2 (1712)年か

ら文政6 (1823)年にかけて造立されたことが

知られ、特に18世紀代の墓地展開期の当初に占

める割合が高い。

大きさは地輪幅25~30cmであり、年代不明

の小形の90が幅15cmである。多くが幅30cm

である点、さらに小形例が15cmである点を勘

案すると、地輪幅は 8寸~l尺を基準として企

画されたものと看取されるところである。高さ

は72で基礎を加えて125cm、72で100cm、80で

131cm、81で129cmであり、台石を加えて 5尺

塔として企画されたものと思われる。

形状の変化としては、地輪の長大化が確認で

きるところである。幅に対する高さの比率で

は、確認最古の正徳 2 (1712)年の72では97%

であり、 73で93%、74で92%、75で115%、76

で89%、78で96%、79で137%、80で131%、81

で117%である。

この変化を確認できた紀年銘を勘案すると、

享保10(1725)年例の115%を先駆として、寛

延 2 (1749)年から安永 6 (1777)年の間に顕

著に長大化しており、最新の文政6 (1823)年

例では117%と回帰している。

しかしながら、この地輪に窺知できる形状の

変化は、地輪の長大化にもかかわらず五輪塔の

総高は変化しておらず、水輪の小型化として確

認できるところである。あわせて18世紀前半代

には蓮弁を表していた基礎は、地輪の長大化に

あわせて上向きの蓮弁を表した請花状の台石に

転化している。この組合せ五輪塔に窺われると

ころでは、寛延年間に墓塔製作の画期を確認す

ることができる。

長大化した地輪に伴う上向きの蓮弁を表した

請花状台石は、造立数の限定された墓標に伴う

請花状台石と同一のものであり墓標製作の急増

に対応した結果としての変遷と理解することも

できよう。

(6) p. 無縫塔 (176・177)

先尖の円柱状を呈する墓塔であり、歴代住持

墓地中に 2基確認されたものである。他の墓石

と同じく軟質凝灰岩である福光石を石材とする

ものであり、遺存状態は劣悪であり銘文は確認

されていない。 176は先尖円柱状の塔身、塔身

に組合わさった蓮弁を表した請花、これらを乗

せる基礎の 3部材から成っている。 177はほぽ

完存した塔身のみである。

4 墓標の様相

墓標は頭部の形状と本体断面形状により、 12

の型式を設定した。しかしながらこれら各型式

の墓標は平均して認められるものではなく、数

的に顕著な差異が確認できる。主体をなす型式

は、 E・円頂方形型墓標と F・円頂方柱型墓標

であり、それぞれ201基と143基を数え、墓標総

体の47%と34%と合わせて81%を占めている。

次いで O・ 位牌型墓標16基、 K・ 笠付方形型

墓標12基となり、他の型式の墓標は10基以内の

僅かな数である。

また各時期にわたり平均して造立されたもの

でもなく、特定の時期に集中する傾向を窺知す

ることができる。

(1) E・円頂方形型墓標 (92~109) 

縦長長方形で頭部が丸い形状の墓標であり、

幅に対して厚さがないものを包括したものであ

る。宝永4 (1707)年を確認最古として、延享

年間以降大正期まで常に主体として造立し続け

られた墓標である。

総数201基のうちの23基は戒名から考え本来

日蓮宗墓地には伴わない、他寺院墓地から搬入

された資料と考えられるものである。紀年銘の

確認されたものは174基であり、確認総数の

87%を占めている。またこのうちの18基は搬入

墓標である。紀年銘の多くは墓標の側面に錆刻

されていたが故の高い確認比率を誇るものであ
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表 4 妙正寺跡墓標変遷表
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表 5 妙正寺跡五輪塔・宝徳印塔集成表
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るが、正面は他に転出するに当り意識的に削除

された資料が目立ち戒名の確認された率は大き

く下回る。

墓標本体の頭部の類似により同一の墓標型式

として包括したものであるが、細かな差異も確

認できる。墓標は本体のみではなく台石と組合

さって造立されており、この組合せ方法により

2区分される。①類は本体の底面に柄を造作

し、台石の柄穴と組合さるものであり、本体の

厚さのなさを補うものとなっており、あわせて

93・109に図示したように本体下部をのみ張り

出させて安定を図っている。これに対して②類

は本体底面を平坦に仕上げるものであり、厚さ

を増したものとなっている。

この①・②類の差異は造立年代の時期的な差

として確認されるところであり、ほぼ寛政末年

頃 (1790年代）を境とするようである。この①・

②類の区分は、他の要素の変遷とも合致すると

ころである。①類では本1本正面を枠囲いして内

部を一段彫り込み、枠の下に蓮座を錆刻する例

が主体をなすのに対して、②類では一段の彫り

込みはなく平坦とするのみであり下部の蓮座も

省略された資料も目立つものである。

(2) F・円頂方柱型墓標 (llO~125) 

確認総数143基であり、このうちの67基が搬

入墓標である。紀年銘の確認された資料は139

基と殆どであり、このうちの66基は搬入墓標例

である。墓標本体の幅と厚さがほぽ等しいもの

を一括した型式であり、円頂方形型墓標と同じ

く細かな要素の変遷も確認される。貞享 5

(1688)年が確認された最古の年代であり、妙

正墓地では円頂方形型墓標に先行して認められ

る。

妙正寺墓地本来の数は76基と、 E類の178基

の43%を占めるのみであるが、 18世紀末から19

冊紀前半に至る最盛期には数的に拮抗する状況

である。

正面を枠囲いして内部を掘り込み下部に蓮華

を表すものから平坦に仕上げるものに変遷する

点は E類と同様であるが、時期的にはかなり

その他の墓標
10% 

類
％

0
3
 

表6 妙正寺跡墓標集成表

その他 A類
1% 6% 

早く宝暦初年 (1750年代）に認められるところ

である。

あわせて底面の挟り込みも顕著となるようで

あり、一連の製作技法の変化の結果と認識する

ことができる。また墓標本1本下部に表現された

蓮座は18懺紀後半代には省略された例も目立つ

が、 19冊紀後半代には再び多く表されるように

なる。

図示した111・113・114・119・120・121・

123の 7例は「釈0」の戒名の認められた搬入

墓標と考えられる資料である。これらの資料か

らは、枠囲いして彫り込み下部に蓮座を表すも

のから、平坦に仕上げるものへの変換は、妙正

寺墓地本来の墓標が示す年代に大きく遅れて文

化初年 (1800年代）に降るようである。

妙正寺墓地で主体をなす E・F類の大きさ

を、本来的な資料と搬入された資料に分かって

検討すると、次のようになる。妙正寺本来資料

の高さを年代別に集成すると、その出現から終

焉まで基本的には変化していないようである。

E・F類とともにほぼ l尺から 2尺規模の間に

集中しており、墓地の最盛期である天明～天保

年間 (1780~1840年間）には 3・4尺規模のも

のも造立されており、墓地の終焉まで継続され

ている。

3・4尺規模の資料は、 E類すなわち円頂方

形型墓標が主体的に認められるところであり、

高さの増大は重量にも関連して厚さの劣る E

類に集中したものかとも考えられる。
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搬入墓標は F類が主体でこれに E類が次ぎ、

他は僅少に過ぎない。 1~2尺規模の間に集中

し、 2尺を超えるものは 4基のみである。

これらの墓標の規模に窺知できる格差は、一

つに経済的要因を反映するものと考えられる。

(3) G・円頂六角柱型墓標 (126~147) 

確認できた総数は34基であり、このうち 1基

は搬入墓標である。 30基と大半の紀年銘が確認

され、変遷の大綱を窺知することができる。最

古の年代は宝暦4 (1754)年であり、文政13

(1830)年までの造立を確認できる。すなわち

この G類は墓地展開期の中途で造立が終焉す

るものである。

頭部の丸い幅に対してやや厚さの劣る縦長の

形状を呈するものであり、正面は枠囲いして内

部を彫り込むものが目立つ。また多くは蓮弁を

表現した請花状の台石を伴って造立されてお

り、組合せ五輪塔および無縫塔と共通する様相

として留意される。

正面を枠囲いして内部を彫り込む様相は、文

化初年 (1800年代）を境として消失の傾向にあ

り、これは E類と同様相として注意されると

ころである。

規模は特に小形である137を除き、本体の横

幅20~3lcm、裔さ45~69cmであり、年代的な

変化は顕著ではない。この高さの1.5尺~2尺

という点は、主体をなす E・F類とは顕著な差

異であり、請花状の台石を基本的に伴う点をも

勘案すれば、供養対象者の相対的上位階層であ

る点が想定されるところであり、実際に戒名に

窺知される院号資料が8例と高い比率で確認さ

れる。

(4) H・尖頂方形型墓標 (148)

僅かに 2基確認されたのみであり、また 2基

ともに他の寺院墓地から搬入されたものと思わ

れるものである。安永 7 (1778)年例が江戸時

代の資料であり、他の 1点は明治時代の造立と

確認できる。

148は明治時代の例であり、本休頭部が尖っ

た厚さのないものであり、平坦な本体正面下部

に蓮座を表し、最下部分を張り出させている。

(5) I・ 尖頂方柱型墓標 (149)

1基確認されたのみであり、安永 2 (1773) 

年の造立である。顕著に頭部の尖る幅と厚さの

近似する資料であり、正面は枠囲いして内部を

彫り込むものであるが、蓮座は表されていない。

(6) J • 平頂方柱型墓標 (150・151)

4基のみが確認されたものであり、このうち

の2基の造立年代が確認できた。明和 2

(1765)年と安政 5 (1858)年である。頭部が

平らになる特徴を示す資料であり、幅と厚さが

近似する柱状をなすものであり、 150は笠付方

柱型墓標の本体と類似する。

図示した150の年代は不明であるが枠囲いし

た蓮座を表したものであり、 151は正面を平坦

に仕上げた安政5年の資料である。資料数が少

なく明確ではないが、他の型式と同様相を示す

ものかと思われる。

(7) K・笠付方形型墓標 (152・153・156・157)

12基の確認であり、妙正寺墓地においては主

休をなす墓標型式ではない。このうちの 8基の

紀年銘を窺知することができ、元禄14(1701) 

年から文化11(1814)年にかけての造立と確認

できる。

上部に宝珠を付け、正面が庇状に突出して中

央の小円状突起に紋を、この下に蕨手状の文様

を表す、本体の上に組合さる幅広の笠を特徴と

する墓標型式である。

全容の確認できる153では、省略されてはい

るものの蓮弁を表現した請花状の台石を伴って

おり、横断面の違いにより 3類に分かった笠付

系の基本形と確認できる。この請花状の台石を

伴う点は、 G類墓標に顕著な限定された造立階

層を考えさせる。

規模を検討する資料に欠けるものの、本体高

さは 1尺 5寸から 2尺規模のようである。 156・

157の資料は笠を伴わないものの、上部の挟り

込みにより区分される。

(8) L・ 笠付方柱型墓標 (158・159・160)

僅かに 3基の確認であり、数の点では K類
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表 7 妙正寺跡主要墓標集成表
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の亜流として認識できる。 159の寛文 2 (1662) 

年と、 160の寛政11(1799)年の造立年が確認

されるものの、両者の形態的関連は乏しい。

159は極めて細長い形状を呈するものであり、

笠を欠失するものの、上下の柄により想定した

ものであり、 158にも底面に柄が造作されてい

る。方柱型墓標の底面に柄が造作される例は極

めて少ない。上部に笠を伴うがゆえの不安定さ

を補う発想と認識できる。

(9) M・ 笠付六角柱型墓標 (161~ 165) 

8基確認され、このうち 5基の造立年代が認

められた。安永 5(1776)年から文化12(1815) 

年にかけての造立であり、同じく六角柱系であ

るG類の造立期間のうちに入る。

遣存状態が悪く全容の窺われる資料に乏しい

が、最新の年代を確認できる165では本体幅30

cm、高さ62cmであり、台石と基礎を含めた総

高では 4尺を企画したようである。年代不明の

資料を含め本体の幅を30cmとする例が目立

つ。 162と163に伴う笠は、他の笠付き系墓標を

も含めて様相を異にしている。笠前面の庇状の

突起を欠損するものであり、本体の高さの低い

資料に伴うようである。

(10) N・笠付剖り込み型墓標 (154・155)

2基確認されたのみの僅少例であり、風化著

しく 2基ともに紀年銘を確認することはできな

かった。笠付方形型墓標の本体の前面を弯IJり込

むものであり、上部を山形に整形している。

155に伴う笠は前面の庇状の突起を欠如するも

のであり、笠付六角形型墓標に類似するもので

ある。本体幅はともに30cmであり、この点も

合わせて笠付六角形型墓標の影響が大きいもの

と看取される。

(11) 0・ 位牌型墓標 (166~175) 

16基が確認され、このうちの11基の造立年代

が知られる。享保4(1719)年から明和 6(1769) 

年にかけての造立と確認できるところであり、

墓地展開期の最盛期以前に終焉している。

屋根付位牌型が主体であり、円首式位牌は

175に図示した 1基のみであり年代は不明であ

る。屋根は171に図示したように本体の前面に

僅かに突出する程度であり、笠付系の墓標との

差異は大きいものである。屋根は両端が反り上

がり中央上部に小円を表し、下部に装飾を付け

るものである。

この屋根と、枠囲いした内部を挟り下部に蓮

座を表した本体が一体として製作されたもので

あり、本体下部には柄を造作している。

柄穴を伴う台石は、形骸化した蓮弁を表した

反花座を伴うものが主体をなすが、 168は輪郭

を巻く矩形の台石に乗っているものの本来的で

あるかどうかは明確ではない。

本体幅は屋根付きでは21~24cm、すなわち

7~8寸と安定したものであり、高さは52~66

cmを測る。造立期間として40年ほどの年代幅

が確認されるところであるが、型式の変遷は顕

著ではない。 175は確認された中では唯一の円

首式位牌型墓標であり、本体幅14cm、高さ53

cmを測る細身の形状を呈するものである。

霊魂の依代としての位牌が先行して存在し、

これを同じく供養対象としての墓標に表現した

型式の墓標であり、他地域に散見される墓標正

面に位牌の形状を表現する型式に先行する形状

であるが、後続型式としては妙正寺墓地には確

認することができない。

妙正寺墓地に確認できるこの位牌型墓標の後

続型式の墓標としては、笠付系の墓標が相当す

るものと思われる。笠付方柱型墓標とした159

は寛文 2 (1662)年と笠付系の最古の年代を占

めるが特異なものであり、これを除くと顕著に

明和年間の位牌型墓標の消滅に附合して笠付系

の墓標が登場している。位牌型墓標における屋

根が分離し奥行きを増して独立した結果として

の型式の定型化と認識することができる。

(12) Q・ 自然石墓標

墓石分類図（第 8図）に示した 1基のみの確

認であり、安山岩性の自然石の表面と底面を若

干整形して墓標として使用したものである。明

治31(1897)年の造立と確認され、幅42cm、厚

さ23cm、高さ60cmの大きさである。
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第13図妙正寺跡墓標変遷図
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(13) R・地蔵 (178~185) 

確認された総数は23基であり、このうちの 1

基は銘文により搬入資料と考えられるものであ

る。紀年銘の確認された資料は僅か 5基のみで

あり、享保18(1733)年から明治20(1887)年

の造立と窺知することができるものであるが、

明治時代例を除くと安永初年 (1771~ 1775年）

をもって終焉するように看取できる。

地蔵の座像と、これを乗せる台石および幅広

の基礎からなるものが主体をなしており、 181

に図示した地蔵立像を光背形墓標に浮き彫りす

る資料は少ない。

(14)墓標造立の画期

以上に妙正寺で確認できた墓標各型式につい

ての概要を記したところであるが、それぞれの

墓標型式には年代的な変遷が窺知されるところ

であった。

即ち D類・組合せ五輪塔においては、寛延

年間 (1748~1750年）を境として、従前の矩形

を基調とする地輪が長大化し、蓮弁を表現した

反花座を造作した基礎から請花状の台石へと転

化し、合わせて水輪が小形化する形状の変遷が

確認された。

また妙正寺墓地で主体をなす E類・円頂方

形型墓標においては、①類の本体の底面に柄を

造作し正面を枠囲いして下部に蓮座を表現する

ものから、②類の本体の厚さをやや増して底面

に柏を造作せず、正面を平坦に仕上げるものヘ

の転化は、寛政末年 (1790年代）を境とする。

同じく妙正寺墓地で主体をなす F類・ 円頂

方柱型墓標において、 E類に確認できた墓標本

休正面における造作の差異は、同様の変遷が認

められるものの、大きく遡及して宝暦初年

(1750年代）に確認される。

G類・円頂六角柱型墓標に窺知できる型式変

遷は、本体正面を枠囲いして内部を一段剖り込

むものから、平坦にのみ仕上げる変化であり、

この変化は文化初年 (1800年代）に確認できる

ところである。

更に各墓標型式の消長から見れば、 R類・地

蔵を墓標として用いる風潮は、ほぽ安永初年

(1771 ~ 1775年）をもって終息するようである。

また特徴的な〇類・位牌型墓標は明和 6

(1769)年に造立を終了し、後続する墓標型式

表 9 妙正寺跡型式別墓石集成表

（基数）
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としては笠付系が相当するようである。

以上の各墓標型式に確認できた型式変遷を総

括すると、以下のようになる。

墓石に確認できる紀年銘は、供養対象者の歿

年であり必ずしも造立の紀年を表すものではな

いが、年忌を契機としての造立として特別な祖

先顕彰例を除き大幅な年代的懸隔はないものと

して検討してきたところである。

各墓標は、これが個別に独立して製作された

ものではなく、石材産出地周辺で一体として製

作されたものかと思われる。この結果として各

墓標に共通した嬰素の変遷が確認されるところ

と思われ、これらの総体的把握により墓石製作

工人集団の動向を窺知することが可能となる。

第 1の画期は、中冊的墓塔様相を払拭して開

始された近世墓標の造立であり、紀年銘資料で

はやや先行するものの、ほほ18世紀初頭の宝永

年間とすることができる。

次いで第 2の画期は、 18世紀中葉の寛延年間

であり、組合せ五輪塔の様相の変化として認識

される。

この第 1・2画期の間の第 1展開期の様相

は、以後主体をなす円頂系の E・F類に対し

て、組合せ五輪塔・位牌型墓標・地蔵・円頂六

角型墓標の合計が数的に匹敵して認められる点

を特徴とする。

第3の画期は、位牌型墓標と地蔵の造立が終

焉して、これに代わって笠付系墓標が登場して

くる安永初年 (1771-1775年）頃に求められる。

第2・3画期の間の第 2展開期の様相は、円

頂系の E・F類が主流を占めつつも従前の他の

型式の墓標が引き続苔追立される点であり、円

頂方柱型墓標においては早くも本体表面におけ

る簡略化が進行する点を確認できる。

第4の画期は、主体をなす E類における①

類から②類への転化、即ち墓標本体正面におけ

る簡略化の進展として認識され、この変化は G

類においても認められる。年代的には文化初年

(1800年代）に確認されるところである。

この第 3・4画期の間の第 3展開期の様相

は、墓標の絶対数の増加を顕著に E・F類が担

い、この他の型式の墓標は従前通りの様相を示

す点である。

第 5の画期は、 G類すなわち円頂六角柱型墓

標の終焉として認識されるところであり、ほぼ

文政年間 (1820年代）に求められる。

この第 4・5画期の間の第 4展開期の様相

は、墓標総体に占める E・F類が圧倒的な点で

あり、この様相は第 5の画期以降の第 5展開期

により一層明確化している。

ここに確認できたそれぞれの画期の間隔は、

第 1画期と第 2画期の間が約40年、第 2画期と

第3画期の間が約30年、第 3画期と第 4画期の

間が約20年、第 4画期と第 5画期の間が約30年

となる。

これはすなわち墓標に表出された製作技法上

の変化の集成であり、専ら製作に係わった石エ

集団の動向に関連するものとして、時代の趨勢

を反映した世代的交代を暗示するところである。

一方、妙正寺墓地展開期における墓標造立

数、即ち鉱山を基盤産業とする大森の街の住民

動向を反映した数的変遷では、上記した画期と

完全には附合しない。

墓標に看取される型式的変遷は、需要を賄う

製作者側に確認される技術的変化であり、造立

数と関連するところと思われるが、第 3の画期

はほぽ合致するものの、第 1・4展開期の中程

における顕著な落ち込みは、墓標製作者側との

関連は見出し難いところである。別の要因もま

た考慮されるところである。

5 墓標銘文の検討

妙正寺墓地で確認された墓塔と墓標は総計

551基であり、これらに認められた銘文により

供養対象者、墓石の造立年などを窺知すること

ができた。

16冊紀末葉から17机紀代にかけての墓地形成

期の資料は風化により銘文の判読が困難であっ

たものが多いが、 18肌紀代以降の墓地展開期の

資料では、祭祀の断絶にあたり本1本正面部分が
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欠損せしめられた資料も多い。

このため銘文の多くは側面を中心とした部分

の確認であり、正面部分に錆刻されていた戒名

が不鮮明である例が目立つものであった。

確認できた墓標の戒名には、院号、居士・大

姉号、イ言士・イ言女号の区分が認められ、更に戒

名に続けて霊・霊位とする墓地形成期に顕著で

あった記載法も確認できた。

またそれぞれの区分では 2字戒名、 4字戒名

の差異が認められ院号内での変化が著しい。信

士号のものでは 4字戒名のみであるが、イ言女号

では 2字戒名と 4字戒名が拮抗した状況が確認

できる。 2字戒名の儒女号に対応するのは、 2

字戒名である点を勘案すれば00霊、 00霊位

とする例かと思われる。

一般的に1言士・｛言女号の上位に位置するのは

居士・大姉号であるが、妙正寺墓地においては

確認されなかった。従って上位に位置するのは

院号ということになる。

院号にも戒名に 2字と 4字の差異が顕著であ

り、倍士・信女号と居士・大姉号の区別も明確

である。この区分は 2字・ 4字戒名ともに認め

られるところであり、 4字戒名にあってはさら

なる区分原理も確認できる。すなわち日蓮宗に

特徴的な、宗祖日蓮上人の 1字を用いた院日号

である。これらを纏めると、院号では 5段階の

区分を確認できる。

戒名が確認できた資料は総計で96例となる

が、このうち院号の占める割合は58例と60%の

高率となる。しかしながらこれは、墓地展開期

の実態を表すところではなく、限定的に確認で

きた銘文の故と理解できる。

戒名はまた家格に関連するところであり、苗

字・屋号などにも反映する。墓石に苗字の確認

できた資料は、表示したように34例を確認でぎ

た。このうち10・18・22・31・33の家の墓石が

多数確認でき、安定した家系の連続を確認でき

る。江戸時代に苗字を有する階層は、大森の街

に限れば鉱山支配に関連した役人あるいは有力

な富裕町人層と考えられるところである。
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表10 妙正寺跡戒名区分集成表

00霊 2 

00霊位 1 

OOf言女 11 

0000霊 2 

0000霊尼 2 

0000侶士 10 

0000信女 10 

00院001言士 12 

00院001言女 11 

00院001言尼 1 

00院00居士 2 

00院00大姉 1 

00院00日0信士 6 

00院00日0信女 3 

00院00B0居士 6 

00院00日0大姉 7 

00院0000居士 3 

00院0000大姉 6 

合 計 96 

表11 妙正寺跡確認名字・屋号集成表

名字 数量 屋号 数量

l 荒木 2 池田屋 1 

2 上田 1 泉屋 2 

3 江原 1 岩田屋 1 

4 大任 1 川嶋屋 15 

5 岡野 1 車屋 2 

6 小原 1 小泉屋 1 

7 笠井 3 田屋 1 

8 勝岡 4 高田屋 1 

9 川鶉 4 竹屋 5 

10 坂本 39 塚屋 1 

11 柴里 1 中屋 1 

12 嶋田 2 野田屋 4 

13 住吉 3 濱田屋 1 

14 高橋 2 林屋 ,j 

15 田川 2 へつかふや l 

16 竹下 3 紅粉屋 1 

17 田邊 5 紅屋 1 

18 玉置 20 村河屋 1 

19 中鶴 1 

20 長野 3 不明
21 乗岡 1 （このうち15基が

22 林 11 院号付き）

23 樋口 I 

24 松尾 1 

25 水田 2 

26 宮川 1 

27 三宅 I 

28 盛田 1 

29 森脇 1 

30 柳原 3 

31 1I11J、J 10 

32 山川 1 

33 山中 24 

34 山根 2 



この苗字を有する階層と、戒名のうちで院号

を有する例との対応関係を見ると、 34家中の10

家に院号が認められ、密接な関連が考慮される

ところである。

この様相に対して屋号を有する階層、即ち商

家の形成にかかる墓標では、確認できた18家の

うち院号を有するものは僅かに 2家に限られる

ものであり、その差異は厳格であったように看

取できる。

院号を有する戒名を翁彫刻した墓標と、墓標型

式との関連を見ると、展開期の主休をなす E・

F類に最も多く、 E類で33例、 F類14例が確認

されるところである。

これに対し、 D類 5例、 G類11例、 K類 2例、

M類 l例、 0類 l例であり、 G類すなわち円

頂六角柱型巖標の高率である点が認識されると

ころである。

総体として天明年間 (1781~ 1788年）までは

院号を有する墓標型式は多様化しているが、以

降はその種類を減じ、文政13(1830)年に G

類の使用が終焉して以降は E・F類の独占状態

となり、近代に及んでいる。

墓標に鍋刻された戒名は、単独に鍋刻される

ものではなく、一般に戒名の上部には頭書が認

められる。これが変容の著しいのは禅宗系の墓

石であるが、日蓮宗墓標においてはほぼ全国的

に「妙法」に統一されている。

妙正寺墓地形成期の墓塔においては、「妙・

法・蓮・華・経」と各部位に鍋刻し、日蓮宗墓

塔たる点を顕示しているが、展開期墓標におい

ては題目中の文字を付することにより法華経に

帰依して極楽往生を願ったものであろう。

この「妙法」以外に認められたところは「阪

空」・ 「阪元」・ 「一如」が合わせて 4例のみで

ある。前二者は禅宗系に多用された頭書であ

り、あるいは他寺院墓地からの搬入例とも考え

られるものの戒名からは明確にはならない。

妙正寺墓地の墓石において認められた戒名記

載の方法は、基本的には個人を対象とするもの

であり、墓地形成期では 1例の「慈父常順霊・

悲母妙見尼」の並記例を除き全てが単独記載と

確認される。

この様相は18世紀以降の展開期においても同

様であり、殆どが単独記載である。側面に個人

の俗名および続柄などを記載する例が多く、生

前の階層を窺知することができるものである。

妙正寺墓地の江戸時代の墓標で、夫婦並記例

は僅かに 5例が確認できたのみである。寛政2

(1790)年を最古として19世紀前半代にのみ認め

られるところであり、近代に至って復活している。

個人単独記載例が主体をなす墓標造立の風潮

は、他地域の江戸時代墓標では決して主体的で

はないところであり、地域的要因に基づくとこ

ろと思われる。

妙正寺墓地の展開期の墓標に一般的的な墓標

の記載方法は「00年0月〇日／妙法0000

伯士/0000倅／俗名00/行年00歳」を

基本とするものであり、この銘文により個人の

系譜が想定できるものである。

特定の家の墓地として最多の墓標が確認され

たのは苗字集成の10の39基であるが、墓標銘文

が不鮮明な例が多く家系を復元するには至らな

かった。特定の家の墓標が10基以上確認された

のは 6例ほど確認されたものの、墓標に錆刻さ

れた銘文によりある程度家系の復元が可能で

あったのは図示した Y家のみである。

宝暦 7 (1757)年に46歳で歿した初代以降、

明治26(1893)年に歿した子供もまでの 7代約

150年間に及ぶ家族の歴史を墓石に復元される

ところである。

この間の当主の墓石は 5代に及んで確認でき

るが、幕末から明治初年にかけては特に子供の

墓石の多さがが目立つところである。文化11

(1814)年に歿した 3代目当主は戒名に院号が

認められ、大森の街に居住して 3代目に及んで

安定した状況を表示するところかと思える。

妙正寺墓地跡に所在した墓石の大半は、生前

には大森の街に居住し、歿して背後の丘陵斜面

に形成された墓地に埋葬された者を対象とした

ものであるが、中には様相を異にする資料も確
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表12 妙正寺跡 Y家系譜推定表

c?' 

が (1741~1766)

c?'(1712~1757)--―早

I 
c?'(1736~1777) 

辛(~1776)

ー

が
l 

辛(-1802)

ci" (~1814) 

-」

早6(1803-1831) ----JI (1800-1856) ---—早 (1818-1872)

辛(1821-1822) 早(1846~1848)

が (1822~1873)---―早 (1836~1870)

辛(1849~1867)

早(1868-1870) 辛(1864-1868) B1 (1856~1870) 辛(1853-1855) Bl 

早(1892-1893) 早(-1887) 口

認される。

一覧表番号77の資料は正面の戒名は不明であ

るが、側面に「口所因効鳥取城下／奉参詣十四

箇寺／口口本浄寺檀那／高田屋勘之原行歳九

オ」と確認できる。高田屋の屋号の認められた

資料はこの 1基のみであり、墓地の一隅に単独

で所在した点を勘案すると、因弱鳥取城下の高

田屋の子息が石見地方の社寺参詣の中途に歿し

大森妙正寺に埋葬されたことが看取される。

一覧表番号104の資料は、同一の家の墓石と

して数基認められたもののうちの 1基であり、

4字の信女号の戒名が確認されたものである。

銘文は「備後国泉村／喜作妻／行年二十四オ／

施主／勝岡左八良重住／妹墓」とするものであ

り、中国山地の彼方に嫁入りした娘が歿して、

実家の墓地に埋非されたものと確認される例で

ある。

一覧表番号302の資料は、「熊谷甚兵衛殿家来

／駿河圃嶋田町俗名藤七／行年七十八オ」の銘

文が確認できる寛政2 (1790)年の造立例であ

る。即ちこの資料は、山役人としての熊谷家に

仕えた駿河圃嶋田町出身の藤七の墓であり、歿

年の78歳である点より長年の奉公と判断され

る。この故の墓標本体2尺規模の、他に見劣り

しない墓石 (100)の造立かと想定されるとこ

ろである。

一覧表番号322の資料は、同一の家の墓石と

して20基以上が確認された中の 1基であり、明

和 3 (1766)年に26歳で病死した還本了性信士

の墓石である。

銘文には「摂州大坂伏見堀六丁□仲屋市兵衛

／方に而死仕生国江こつヲ指下ス」と認めら

れ、大坂で死亡して遺骨を生国である大森の実

家の墓地に埋葬した点が確認されるところであ

り、事情が反映した戒名となっている。

この資料は唯一家系の復元が可能であった Y

家に属するものである。墓標に認められるとこ

ろにより還本了性信士の父親の名は確認される

ものの、家系全体に占める位置は必ずしも明確

ではないところであり、名前の類似と年代より

初代の甥と想定したものである。

墓石にはまた、総体に占める比率は高くはな

いものの、死亡年齢が明記される資料も認めら

れる。確認された総数は132例であり、死亡年

齢は 1歳から86歳まで連続して認められるが、

15歳以上を大人として扱うと、男性53名、女性

50名、子供29名となる。

これを生前に属した階層を表示するものと考
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えられる戒名に確認できた、苗字・屋号・無し

の3区分に従って検討してみた。

この結果、苗字階層大人78名の平均死亡年齢

は.49.9歳となり、男性39名の平均死亡年齢は

48歳、女性39名の平均死亡年齢は51.7歳と女性

の方が高くなる。

屋号階層に属する大人11名の平均死亡年齢は

52. 7歳、男性 7名では55歳、女性4名では48.8

歳である。

俗名のみで表す階層では大人13名の平均死亡

年齢は53.1歳、男性6名では55歳、女性 7名で

は51歳となる。

これはすなわち、死亡年齢を墓標に記載する

のは上位階層に特徴的であり、下位にあっては

決して一般的ではない点にも関連して偏向性が

著しく厳密な対応ではないが、上位の平均寿命

が短いという点を確認することができよう。

死亡年齢の確認できた全ての資料を25年を単

位としての変遷で検討すると、明治時代にかけ

て増長する点を確認できる。 1826年~1875年の

50年間では、大人男女それぞれ10例以上の資料

が確認されて相応の結果となっているが、資料

数が少ない部分では必ずしも実態を反映したも

のとは考えられない。 1801~25年の男性平均死

亡年齢は67.6歳と突出するが、これは高齢で歿

した 3名の平均であり、全体の動向は想定でき

ない。同じく 1876~1900年の女性平均死亡年齢

は79.3歳と極めて高齢であるが、これも 4名の

みの平均に過ぎない。

しかしながらほぽ1800年代以降は、男性に比

較して女性の平均寿命が長いという点は確認さ

れるところである。

6 まとめ

戦国時代末期に開発された石見大森銀山は、

その領有を巡って大内・尼子・毛利氏が争い、

江戸時代になってからは幕府天領として奉行・

代官による支配が行われた地である。

鉱山の上位支配者階級に属する人々は、歿し

て後必ずしも大森の地に葬られたとは限らない

が、鉱山労働従事者および鉱山を基盤として大

森に街を形成した庶民階層、さらには在地性の

強い下位支配者階層に属する人々は、死した後

は基本的には大森の街の背後の斜面に多数形成

表13 妙正寺跡年代別死亡年集成表

（年齢）
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妙正寺墓地年代別死亡年集成表
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されるに至った寺院墓地に埋非されたものと考

えられる。

これがゆえに多数遣された墓石は、大森の街

の歴史を物語る資料として貴重な文化財と認識

されるところである。

妙正寺墓地で確認された墓石は、天正17

(1589)年を最古とするものであり、現在のと

ころはこの頃に墓地形成が開始されたものかと

考えられるところである。しかしながら墓石か

ら想定される妙正寺墓地の形成年代は、その立

地にも関連して銀山地区に形成された多くの墓

地の中では古く遡るものではない。

この最古の紀年銘の確認できた墓石は、一つ

の石材を加工して造作された一石宝俯印塔であ

り、極めて類例の少ない墓塔として留意され

る。この墓塔は、以後16世紀代にかけての墓地

形成期の主体をなす墓塔として、同じく一つの

石材を加工して造作された一石五輪塔、および

基本的な形成としての組合せ宝筐印塔とともに

造立されている。

妙正寺墓地で確認できた一石宝炭印塔は、そ

の造形の規範を組合せ宝筐印塔に求めることが

できるものであり、これが一石であるというこ

とに起因して造形に制限された点も確認するこ

とができる。顕著なところは、組合せ宝筐印塔

の笠の軒下に造作された蓮弁は、一石宝筐印塔

では欠如しており、相輪においては特に形態差

が大きい。

笠の軒の下部に段級ではなく蓮弁を表現する

宝偲印塔は、中世においては特殊宝筐印塔とし

て包括され、近畿地方に鎌倉時代末期から南北

朝にかけて若干数の存在が確認されるのみの宝

筐印塔型式である (2)。

周辺地域を含めてこの類例は現在確認されて

はおらず(3)、石見大森の戦国時代末期にこの型

式の宝筐印塔が現出する背景は、現状では不明

とせざるを得ない。

一石宝偲印塔も類例に乏しい墓塔型式であ

る。関東地方においては、天正紀年銘を有する

資料は確認されるものの房総の一部地域に留ま

り、江戸時代初期には家形を呈する廟墓の中に

安置されて特定地域に普及している (4)。

しかしながら、妙正寺墓地確認資料とは形態

において異なるところであり、主体をなす一石

宝筐印塔は、石見の地において組合せ宝筐印塔

を形態的規範として別途創作されたものかと考

えられる。

この様相に対して、一石五輪塔の様相は大い

に異なる。戦国時代の本州各地にかなり認めら

れるところであり、相互の関連性も想起される

ところである。

戦国大名の拠点として発掘調査が行われた代

表的な遣跡である越前・ 一乗谷では、朝倉氏が

一乗谷へ転居した文明年間 (1469~1488年）か

ら、滅ほされた天正元 (1573)年にかけて約

3,000基の墓塔・石仏が確認されており、この

うちの半数は一石五輪塔であり、墓塔ないし逆

修供養塔として主体的に造立されている (5)0 

また、近畿地方においては紀伊・高野山にお

ける様相が確認される。室町時代初頭の永享11

(1439)年を最古として近世初頭に至る432基の

変遷が総括されている (6)。

これらは15世紀末葉から16世紀代を盛期とし

て17世紀代に及ぶものであり、地輪部分が縦長

で尖った状態の「埋込式」から、基礎と組合わ

せるために底面に柄をつくる「柄式」、さらに

底面を平坦に仕上げた地輪部分が縦長ではなく

矩形を呈する「安置式」と、主体をなす型式が

順次変遷している。「埋込式」は最古の永享紀

年銘資料を含み、 15世紀末葉から16世紀初頭を

盛期として造立されたものであり、 15世紀末葉

から16世紀初頭には「柄式」も製作されている。

「安置式」は15世紀の最末期に出現し、 16世紀

前半を盛期として17冊紀に及ぶものである。

高野山における一石五輪塔の高さは、 30~60

cm代を測るものであるが、 15世紀末莱以降

40~50cm代が主休をなしている。

また、紀伊・根来寺においては1,000基以上

の一石五輪塔が存在し、長享 3 (1489)年を最

古とする在銘資料45基が知られる。高さは40~
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60cmとして変遷するものであるが、 16軋紀前

半を画期として、これ以前の地輪の幅が高さを

上回るものから、縦長の形状に変化する点が確

認されている (7)。

東国の遠江地域における様相は、菊川町・横

地城の総合調査報告書で総括されている (8)。ほ

ぼ16世紀代以降の普及状況が看取されるところ

であり、高野山における様相とは逆に、「安置

式」に発して以降に地輪が縦長化して「埋込式」

「柄式」などが造立されており、地域独自の展

開課程が考慮されるところである。

また、房総における様相は、上記した一石宝

簑印塔と同じく近世初頭にかけて小形化した資

料が多く確認される。

山陰における類例は、伯者中部の赤碕町域の

様相が若干確認されるのみである。鳥取県東伯

郡赤碕町域には、昭和10(1935)年に川勝政太

郎によって命名された「赤碕塔」が所在してい

る(9)。上部の収束した円柱状の宝塔の塔身と、

隅飾りを有する宝艇印塔の笠・相輪が合体した

特異な石造塔であり、現状で 7基の所在が確認

されている。

この「赤碕塔」と共存して一石五輪塔が確認

されるところであるが、造立年代が必ずしも明

確ではない。

赤碕塔には紀年銘が認められる資料がなく、

確実ではないが、ほぽ南北朝末期から室町前半

代にかけての造立年代が想定されるところであ

り、一石五輪塔もまた同様に考えられる (10)0 

しかしながら形状は異なっており、関連性は乏

しいものと思われる。

すなわち一石五輪塔は、現状では南北朝末期

の近畿地方に発して周辺各地に波及したものと

考えられ、室町時代以降にかなりの普遍性を

もって各地で造立された石製供養塔として認識

されるところであり、戦国時代末期の石見の様

相もこの趨勢のうちの現出として理解されよう。

石見大森の地において銀の採掘が本格化し、

鉱山従事者が集住するようになり、継続して生

活が営まれるようになった結果としての墓地造

営・墓石の造立であり、このためには石材の開

発と石エの定着が前提となる。

妙正寺墓地において多数所在した墓石を始

め、大森の地において確認される墓石のほとん

どには、近接する遁摩郡温泉津町福波大字福光

に産出する軟質凝灰岩である「福光石」が用い

られている。

現在まで継続する石エの坪内家では初代・弥

惣兵衛が「大坂表」から来住したことを伝えて

おり (11)、製品に窺われる様相と附合するよう

である。

現状ではこの点を勘案して、戦国時代末期に

近畿系の石工により墓塔の製作が開始され、独

自の製品が製作されたものと想定しておきたい。

江戸時代初期の17世紀代において、墓石の主

体が一石宝炭印塔・一石五輪塔及び組合せ宝筐

印塔からなる墓地様相が確認される例は、本邦

において稀有な事例と思われる。現状では江戸

初期における墓地様相を把握すべく調査された

報告はほとんどなく、断定するに足る調査事例

を確認できないところではある。

しかしながら、墓標研究史上に著名な山城・

木津惣墓(12)、あるいは関東地方の各地で散見

できる報告例では、 17世紀代の江戸初期におい

てはそれぞれの地において前代からの系譜を有

する墓石とともに、背面を丸く仕上げた光背形

墓標が主体をなして造立されている。

妙正寺墓地においてはこの種の墓標を欠如し

ており、戦国末期の様相をそのまま継続してい

る。全国的趨勢に合致するように転化するのは

17世紀末葉以降であり、妙正寺墓地展開期に造

立された墓標製作の背景に従前とは異なる要因

が想定されるところである。

しかしながら現在確認できるところでは、全

国的な視点で近世墓地の様相を把握する資料は

十分ではない。今後に期待するところが大であ

る。妙正寺墓地における墓標調壺は、この点に

おいても極めて重要な調壺事例として位置付け

られよう。
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第4敵総括

考古学において、一時代なりー地域の全体像

を把握しようとすれば、当該期もしくは当該地

域の集落跡、生産の場、墓地の三分野の統合的

な調杏によって関連し合う諸側面を統一的に捉

え、時代像なり地域像を立体的に解明していく

ことが必要となる。しかしながら、このような

調査・研究は「言うは易く、行うは難し」で、

様々な制約のある個別的な小規模調査では望む

べくもない。

石見銀山遺跡の調査は、幾多の条件を整えて

中憔後半から近代に至る鉱山都市の盛衰と意義

を明らかにすることを目指すという画期的な試

みである。石造物の調査は、その三分野の一つ

の墓地を中心に銀山都市の構造、性格、消長の

あり方を探ろうという、まことに野心的な挑戦

であるといってよいだろう。ここに、報告した

妙正寺墓地の調壺はその先陣を切るものであ

り、それだけに期待と不安が錯綜する取り組み

ではあった。幸い、多大な成果を得て調壺を終

了でき、今後の調査への手応えと課題や展望を

得たことを最初に確認しておきたい。

さて、今次調査は、日蓮宗に属する妙正寺墓

地の悉皆的調査である。宗派と墓域が明瞭な墓

地を丸ごと、洗い浚いに調べ上げるという徹底

振りがもたらした成果の概要を列挙すれば、次

のようになろうか。

i)石造物総数559点、この中には要石、燈籠

等、墓石以外のものが少数含まれるのではある

が、それらを差し引いてもおよそ五百数十の埋

葬址が存在したことは確かである。 18懺紀後半

頃、銀山町には日蓮宗 4か寺があったと伝えら

れ、その数は浄土真宗や浄士宗の寺数と肩を並

べている。石見国では浄土真宗派の寺院が圧倒

的に多く、そうした傾向は18懺紀の銀山領内で

も看取された。この寺院数の相違は町内と領内

における両宗派の檀家数の比率に関連するとみ

られ、ここに一寺院五百有余の実数が判明した

ことによって、今後、宗派別の1言者数につい

て、より詳細な対比が可能となることを予測さ

せる。

ii)石造物という良好な保存性を有する考古学

的遺物の悉皆的調査がもたらす効果は広範囲に

及んでいる。とりわけ墓石の型式学的研究に

よって示された結果にはきわめて意義深いもの

がある。それによると、当墓域では墓塔、墓標

合わせて17種の存在が認められ、それぞれに型

式的変遷が辿られた。この変遷過程は墓塔・墓

標に刻まれた紀年銘によって確かな年代的裏付

けが与えられていることが貴重である。こうし

た基礎的作業の首尾良い達成によって次のよう

な妙正寺墓地の特性が判明する。

第一に、 16世紀後葉から17世紀末にかけては

中世的な墓地様相が存続し、 18世紀以降に近世

的な様相の墓地が展開する。この大きな転換が

生産活動の状況とどう関連し合うかの検討が課

題として提起されてくる。同時に、 18~19世紀

の間にも 4回の画期が認定されており、また、

墓地内での墓域の移動も確認された。これらの

変化が日蓮宗派信者のどのような信仰傾向を反

映するのかも問われてこよう。

第二に、墓塔・墓標の種類と造りの差異に

よって同一宗派に属するイ言者の間に階級・階層

差の存在すること、あるいは石造物の作成に携

わるエ人組織と技術の系譜を探る手掛かりが得

られつつあることに注目したい。ことに D・ 組

合せ五輪塔の消長や墓塔・ 墓標の主流をなす

E、Fの円頂系墓標の展開状況には関心がもた

れるところである。一般には、日蓮宗が商工業

者間に浸透していたとされるが、銀山町では具

体的にどのような様相が見られるのかを検討す

ることができるように思われる。それと併せて

他宗派の墓標が少なからず混在することも検討

すべき課題となろう。

第三に、墓標銘文の解読を通じて戒名に表れ

る階層性、家族・家系等の追求にも路が開かれ

ようとしている。このような作業も石造物の調
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査ならではのことといってよく、今後にその有

効性が確立されて、銀山町衆人の頻つきにまで

迫りうるような成果が期待されるところであ

る。

以上、日蓮宗・妙正寺墓地の調査によって得

られた成果を要約し、今後の課題について触れ

た。最初に記したように、このような調査は初

めてであって、なお、方法等に検討すべき余地

があることは既述したところであるが、全体的

には予想外の成果が得られたとの印象が強い。

次年、次々年と続く調査によってさらなる成果

が生まれることに確信を抱くものである。最後

に本調査に直接・間接に携われた諸氏の労を多

として総括としたい。
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凡例

・妙正寺跡に存在する石造物のうち、石見銀山が閉山した大正末期までを掲載した。

・現地調査において仮番号を付けた石造物は1,024点である。

• 一覧表は実測図を掲載したもの以外も掲載した。

・規模は全高及び最大幅をセンチメートル単位で記載し、欠損している場合は残存している規模を

（ ）内に記載した。

・銘文の欠損等は、文字の個数がわかる部分はロロ、判読不能の部分及び文字の存在が推定される

部分は［ ］で示し、銘文の上下が欠損して字数が不明な場合は、 ］（上欠）、［ （下欠）と

示した。また、推定できる文字は口内に入れた。

• 江戸以降の一覧表のうち、個人名が刻まれている部分は000とした。

．戒名および名字の部分は000とした。

・掲載した一覧表はある程度、形態や銘文がわかるものに限定した。

・掲載していない石造物についても台帳は保管し、今後の調査研究の資料とした。

・写真図版の個別番号は一覧表の番号に対応し、（ ）内の番号は仮番号である。

・挿図の個別番号は一覧表の図版番号に対応する。
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